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P − 55

る検討

正 常妊婦 の Anaerobic　Thresholdに 関す P − 56　　 ア ミノ ペ プチダーゼ ーP （AP −P） の

精製とその酵素学的検討 、 妊娠中の 推移に つ い て 。

愛 知医大 、 同　運 動療育 セ ン ター亭

松下真弓、浅井光興、三 枝園子、小 林加奈子

鈴木正利、野口 昌良、中西正 美 、 丹 羽滋郎
’

名古屋 大

久野尚彦、水谷栄彦、古郡和徳 古井俊光、

森川重彦、板倉敦夫、倉内　修、友田　豊

【目的】妊婦 ス ポーッ が盛 ん に行 われ る ように な

っ て きて お り、母児に 及 ぼ す影響 などを 中心に検

討 され て きて い る 。 しか し、一般 に妊婦 ス ポー
ッ

は有酸素運動が適 して い る とされ なが ら、妊婦 の

Anaerobic　Threshold （AT ：増加 す る 運動 強度 に お い

て 有酸素的 エ ネ ル ギ
ー
産生 に無酸素的代 謝 に よる

エ ネ ル ギ
ー

産 生 が 加 わ る直前 の 運 動 強度 ）に 関す

る 報告は な い
。 そ こ で 今 回 は 、正 常妊 婦 の AT に

つ い て 検討 した 。

【方法】対象は 一般妊婦健診で 異 常 を 認 め な い 妊

婦60例 で 妊娠 中期 の 症例 が 中 心 で あ り 、 全 例

in飴   ed　consent を得た 。 運動負荷 は 自転車 エ ル ゴ

メ ータ ーの 段 階的負荷漸増法 で 最高心拍 数 （220
一年齢〉 の 80％ を目標 に行 い 、30秒毎に 行 っ た呼

気 ガ ス分析 の 結果 よりVE・VOi平面 にお い て VOiに

対するVE の 増加 開始点 を計 算 しAT と し た 。

【成 績】運動時 間 は8．8 ± 1，6分 で あ り最 短 5分 、

最 長10分 で あ っ た 。 運動終了時の 心拍数 は 153 ±

10bpm で あ り、こ の 運動負荷 に よ り母児 に 異常 を

認め た症例は
一

例 もなか っ た 。 AT は 、60例 中 3例

（5％ 〉で 算出 で きな か っ た が 、求 め る こ と の で

きた 57例の AT は 、 15．0 ± 王．8ml！mi ！ykgで あ りそ の

時の 心拍数は、127 ± 11bpm で あ っ た 。 体重 1kg

あた りで 表 したAT は 、 妊娠週数に 伴 い 有意 に （pく

o．05）減少 して い くこ とが 示 され た（y ＝ −o．119x ＋

IT6，　r ＝
−0．275）。 また AT 時の 心拍数 も妊娠 に伴 い

減少し て い く傾向 が得 ら れ た 。

【結論1 妊婦 の AT に つ い て 検討 した 初 め て の 報

告 で あ る 。 AT が 妊 娠週 数に 伴 い 減少す る こ と か

ら 、 妊婦 ス ポ ー
ツ の 運 動 強度 は 妊 娠 の 進行 と と も

に 下げる必要があ る こ とが示 され た 。

【目的1ア ミノ ペ プチダー
ゼ

ーP【AP −P】は N 端に Xaa −

Pr（》の 構造を持つ ポ リペ プ チ ドか らXaa 一を遊離 さ

せ る酵素で あるブ ラデ ィ キ ニ ン 【BK 】は 強力な降

圧 物質で あり，
AP −Pの生理的な基質の

一
つ である．

しか しAP −P の胎盤にお ける存在 ，妊娠中の推移 は

い まだ検討 され て はい な い ．今 回我 々 は、妊婦血

清 より初め て 本酵素を精製し酵素学的性質を 決定

する とと もに ，
BK 分解 能 を検討 した．また ，胎盤各

分画の AP −P との 比較，妊娠中の 推移 の 検討 も行 っ

た．［方法］胎盤剥離時に得 られ る胎盤 後血由来 の血

清を材料 とし
，
カ ラム ク ロ マ トグラ フ ィ

ー法 を用

い て精製 した．酵素活性は人 工 基質 Gly−PreHyp の

分 解産物Pro−Hyp を高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

にて測定して 求めた．【成測 血清AP −Pは約 1300倍に

精製され，活性 の 回収率は 約 5％ 電 気泳動上 ，ほ ぼ

単一バ ン ドを示 し
，分子量は 約54000 で あっ た．Gly−

Pro −Hyp を 基質 と して 用 い た 場合 の Krn は

4．O・・M
，
Vm ・・は 8、0× 10

’4
μm ・ 1！mi ・ 1μ9，至 適pH は

8．0
，
EDTA

，メ ル カプ トエ タ ノー
ル で 阻害され

，
金 属

イオ ン としては ，Mn で 活性化され，CqNi ，z扛で阻害

される基 質にBK 用 い た場合，
N 端 の Argを特異的

に遊離 した、母 体血清中の 活性は妊娠 に よっ て 約

2 倍に増加 し
，週数に比例 して増加す る傾向が認

め られ た ．胎盤各分 画由来 の AP −P との比較では ，高

温安定性 とMn 要求性に お い て
，胎盤膜分画由来の

AP ？ と の 類似性が認 められた．［結論1血清由来の

AP −Pは胎盤膜分画由来の AP −P と類似性が 認めら

れ，妊娠中に増加するAP −Pは胎盤膜分画 由来で あ

る可能性が 示唆され た．精製されたAP −Pは BK の 分

解 に関与 し，妊娠 中の 血圧調節に 関与 して い る と

考え られ た，
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